
発達障害児のためのサポートツール・データベース２００９年度公募審査報告 

２０１０年３月３１日 

ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会 

 

「発達障害児のためのサポートツール・データベース」は、現場の教員の方等が発達障害のある児童・

生徒の個々の症状・困難に合わせた教材・教具や指導法のヒントを見つけ出すことを容易にし、個別の指導

計画や個別の教育支援計画の作成・活用のヒント、発達障害のある児童・生徒に対する指導法確立に資する

ことを狙いとしています。 

現在、日本財団の助成を受けて、サポートツール・データベースの質・量の拡充に取り組んでおり、特

別支援教育や発達障害者支援に関わりのある学会や士会の会員の方々から、手作り、市販等の未掲載の教

材・教具や、それらを使用した際の実証データを公募しています。 

２００９年度は２回公募審査委員会を開催し、１１点のサポートツールをデータベースに追加掲載しま

した。（別紙公募によるサポートツール追加一覧） 

 

（審査委員会メンバー） 笹森洋樹氏（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所） 

柘植雅義氏（兵庫教育大学大学院） 

伊丹昌一氏（大阪府教育センター） 

森田安徳氏（吹田市教育センター） 

米田和子氏（S.E.N.Sの会大阪支部会） 

山田 充氏（堺市立日置荘小学校） 

辻 薫 氏（大阪府作業療法士会） 

嶋谷和之氏（大阪市更生療育センター） 

内藤 孝子（ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会） 

山岡 修 （ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会） 

井上 育世（ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会） 

 

●２００９年度第１回公募審査会での採用ツールおよび実証データ 

日時：2009 年 9月 5日（土） 16:00－18:00   場所：（有）奥進システム 

（１）きこえとことばの教材集  （ツール採用） 

     区分：国語、対人関係・社会性 

（２）持ち方補助具 『Qリング』  （実証データ採用） 

     区分：国語、運動と姿勢、日常生活 

（３）ソーシャルスキル課題集（１） こんな時どうする？  （実証データ採用） 

（４）ソーシャルスキル課題集（２） こんな時どんな気持ち？  （実証データ採用） 

（５）ソーシャルスキル課題集（３）  （実証データ採用） 

（６）ソーシャルスキル課題集（４） お悩み相談室  （実証データ採用） 

     区分：対人関係・社会性 

（７）感情ビンゴ・コミュニケーションビンゴ(BASIC)   （実証データ採用） 

     区分：対人関係・社会性 

 

●２００９年度第２回公募審査会での採用ツールおよび実証データ 

日時：2010年 1月 30日（土） 16:00－17:00   場所：（有）奥進システム 

（１）発達障害児支援ツール RAINMAN3  （実証データ採用） 

区分：算数 量と測定  時刻・時間 

区分：行動 不注意   プランニング・実行機能 

（２）よめるかける ＡＢＣ英語れんしゅうちょう  （ツール採用） 

区分：その他の教科  読む・書く 

（３）ひらがな学習ソフト「ひらがなの森 ver.1.0」  （ツール採用） 

区分：国語  読む・書く 

（４）英語学習ソフト「英語の森 ver.1.0」  （ツール採用） 

区分：その他の教科 英語  読む・書く 


